
くらてくらて    お
かげさまで創刊35周

年

   お
かげさまで創刊35周

年

鞍手郵便局前の交差点に町内で初めての信号機が設置されました。
1968 年（昭和 43 年）

12月

９月

３月

６
June151

№

月

P2 議案質疑
提案された議案の疑問点を問う

P4 審査結果
採決結果をまとめました

P5 一般質問一般質問
知りたいこと 望むこと

P10 行政報告 
行政の活動内容を公に伝える報告

主な内容



令
和
８
年
度
の
個
人

住
民
税
か
ら
、
新
た

な
所
得
控
除
と
し
て

大
学
生
年
代
を
対
象
と
し
た
特
定

親
族
特
別
控
除
の
創
設
等
を
内
容

と
す
る
「
地
方
税
法
及
び
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」及
び「
地

方
税
法
施
行
令
及
び
国
有
資
産
等

所
在
市
町
村
交
付
金
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
」
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
鞍
手
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。変

更
点
が
い
く
つ
か
あ
る

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に

ど
こ
が
ど
う
変
わ
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

①
令
和
８
年
度
分
の
個
人

住
民
税
か
ら
の
適
用
と
し

て
、
新
た
に
所
得
控
除
す

べ
き
金
額
に
つ
い
て
、
特
定
親
族

特
別
控
除
を
創
設
。
特
定
親
族
特

別
控
除
の
対
象
者
は
、
居
住
者
と

生
計
を
一
に
す
る
19
歳
以
上
23
歳

未
満
の
大
学
生
年
代
の
親
族
で
、

所
得
金
額
が
58
万
円
超
１
２
３
万

円
以
下
の
人
を
言
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
扶
養
親
族
等
の
所
得
要
件
を

超
え
た
場
合
は
控
除
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
改

正
に
よ
り
、
特
定
扶
養
控
除
に
該

当
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
特
定
親

族
特
別
控
除
の
所
得
要
件
を
満
た

せ
ば
控
除
を
計
上
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

②
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
標
準

税
率
の
区
分
の
見
直
し
に
伴
い

総
排
気
量
１
２
５
㏄
以
下
で
最

高
出
力
4.0
㎾
以
下
に
制
御
し
た

バ
イ
ク（
新
基
準
バ
イ
ク
）に
係
る
軽

自
動
車
税
種
別
割
の
税
率
が
年
額
２

千
円
（
50
㏄
原
付
と
同
額
）
と
な

り
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
図
り
、

子
育
て
を
地
域
に
お

い
て
支
え
合
い
、
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
１

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
鞍

手
町
こ
ど
も
子
育
て
基
金
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

基
金
設
置
の
目
的
と
、
ふ

る
さ
と
納
税
と
の
整
合
性
、

運
用
の
違
い
は
。

子
育
て
支
援
に
関
し
て
住

民
か
ら
の
寄
附
を
受
け
設

置
す
る
も
の
で
、
鞍
手
町

第
６
次
総
合
計
画
の
中
に
も
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
こ
ど
も
子
育
て
を

ひ
と
つ
の
大
き
な
施
策
と
し
て
進

め
て
い
く
た
め
で
す
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
が
原
資
で
あ
り
、
こ
ど
も

子
育
て
基
金
は
、
町
内
外
を
問
わ

ず
、
一
般
寄
附
に
よ
っ
て
寄
せ

ら
れ
た
寄
附
金
が
原
資
と
な
り
ま

す
。
町
単
独
の
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
基
金
も

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

今
後
、
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
子
育
て
支
援
事
業

に
こ
ど
も
子
育
て
基
金
を
充
当
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
議
案
は
、
鞍
手
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
開
発
区
域
内
の
土

地
を
処
分
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

契
約
の
相
手
方
は
開
発
業

者
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、

そ
こ
で
事
業
を
行
う
、
い

わ
ゆ
る
※
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
な

の
か
。（
※
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と

は
…
不
動
産
物
件
を
取
得
し

「
そ
の
土
地
を
最
終
的
に
使
用
す

る
人
」
ま
た
は
「
実
際
に
住
宅
や

事
業
所
を
建
て
て
利
用
す
る
人
」）

こ
の
開
発
が
始
ま
っ
た
当

初
は
、
企
業
誘
致
に
関
し
、

工
業
系
の
企
業
な
の
か
、

商
業
系
の
企
業
な
の
か
も
定
ま
っ

て
お
ら
ず
、
な
か
な
か
前
に
進
ま

な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
令
和
２
年
５
月
に
地

区
計
画
を
施
行
し
、
い
わ
ゆ
る
迷

惑
施
設
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
建
設

さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
や
、

本
年
４
月
28
日
付
で
、
開
発
許
可

申
請
、
農
地
転
用
申
請
、
林
地
開

発
申
請
に
対
す
る
許
可
に
あ
た

り
、
国
か
ら
厳
重
注
意
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
農
地
転
用

の
許
可
に
絡
み
、
今
後
、
少
な
く

鞍
手
町
の
条
例
改
正
や
財
産
の

処
分
に
つ
い
て
６
件
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

議案
質疑

６月定例会

提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、

議
員
が
質
疑
を
行
い

付
託
委
員
会
を
決
定
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

原
案承認

質問

答え

提
案

理
由

鞍
手
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例

鞍
手
町
こ
ど
も

子
育
て

基
金
条
例　

原
案否決

　本議案の提案理由の説明にあ
る内容は理解できないこともな
いが、本町では、目的が重複し
ている基金や役割を終えた基金
を整理した経緯があります。議
案にある基金は、個人からの寄
附金をその原資とするとのこと
であるが、今回の寄附金は稀な
ものであり、一過性なものであ
ると考えられ、恒久的な基金
運営がなされるとは考えにく
い。また、当該基金の使用目的
は決定しておらず、新たな基金
設置の必要性を理解するに至ら
なかった。この寄附されたもの
については、基金運営ではなく、
早急に子どもたちのために使用
すべきであるという考えのもと、
反対の討論といたします。

反対反対
討論討論

田中二三輝議員

鞍手町こども子育て基金条例 提
案

理
由

質問

財
産
の

処
分

提
案

理
由

原
案可決

質問答え

答え
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と
も
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
建
設

さ
れ
、
稼
働
す
る
ま
で
の
間
は
、

Ｅ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
代
表

社
員
で
あ
り
ま
す
鞍
手
開
発
合
同

会
社
が
事
業
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ま
で
懸
案
と
し
て
い
た
も
の
が
解

消
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
事
業

を
前
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
町

有
地
の
処
分
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　　　データセンター建設完成イメージ

月定例会月定例会
３・6・9・12 月 に 開 催 さ
れる定例会のうち、６月定
例会の内容をお届けします。
６月定例会では主に、条例
の制定や改正、補正予算に
ついて審査しました。

6 月定例会の流れ6 月定例会の流れ
令
和
７
年
度 

鞍
手
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
修
正

４
億
１
０
８
９
万
円
を
追
加

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総

務
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、

修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
修
正
案
及
び
修
正

部
分
を
除
く
原
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

修
正
の
内
容

「
鞍
手
町
こ
ど
も
子
育
て
基

金
条
例
」
に
係
る
「
こ
ど
も

子
育
て
基
金
」
１
０
０
万
円

を
減
額
。

修
正
の
理
由

継
続
的
・
安
定
的
な
財
源

の
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
毎

年
度
に
わ
た
る
一
定
の
寄
附

額
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
実

効
的
と
は
言
え
ず
、
新
た
に

基
金
を
設
置
す
る
こ
と
は
中

長
期
的
な
計
画
性
を
欠
き
、

財
政
運
営
の
観
点
か
ら
も
慎

重
に
検
討
し
再
考
さ
れ
る
べ

き
と
判
断
。

●
町
制
施
行
記
念
行
事
費

　
　

２
４
５
万
１
千
円　

記
念
行
事
は
ど
の
よ
う
な

内
容
の
も
の
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
の
か
。

「
昭
和
１
０
０
年
」
を
迎
え

政
府
よ
り
関
連
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ

り
、
同
時
に
「
戦
後
80
年
」
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
実
施
す

る
町
制
施
行
70
周
年
の
記
念
行
事

と
併
せ
て
「
昭
和
１
０
０
年
、
戦

後
80
年
」
に
ち
な
ん
だ
映
画
上
映

や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
費

（
不
足
額
給
付
）

６
０
９
６
万
６
千
円　

ど
の
よ
う
な
人
が
こ
の
制

度
の
対
象
と
な
る
の
か
。

①
令
和
６
年
分
所
得
税
及

び
定
額
減
税
の
実
績
額
等

が
確
定
し
た
の
ち
に
、
本

来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
、
当
初

調
整
給
付
額
と
の
間
で
差
額
が
生

じ
た
人
。

②
所
得
が
48
万
円
を
超
え
た
人
や

事
業
専
従
者
で
、
令
和
５
、６
年

度
に
非
課
税
、
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
へ
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

世
帯
の
人
。

質問答え

修
正
案

可
決

質問答え

補正後予算総額　106 億 3,324 万８千円

水田農業 DX 推進事業費

2,287 万９千円
保育所等給食支援事業費

358 万 8 千円
小学校統合事業費　　　　

7 億 768 万 1 千円

議案の上程
６/４（水）
町長による議案の提案説明

本
会

議

1

議案質疑
６/１１（水）
提案された議案に対し、
議員が質疑を行い付託委
員会を決定

本
会

議

3

民生産業委員会
６/１２（木）
付託された議案を審査

委
員

会

4

委員会審査報告
６/１７（火）
各常任委員会での審査
結果を委員長が報告

本
会

議

6

質疑・討論
６/１７（火）
委員長報告に対し、
議員が質疑・討論（賛成・
反対）を行う

本
会

議

7

採決
６/１７（火）　　　　
議案の可否を決める

本
会

議

8

委
員

会

5 総務文教委員会
６/１3（金）
付託された議案を審査

本
会

議

２ 一般質問
６/９（月）※休会６/１０（火）

議員が町政全体にわたって
質問し、町の見解を問う

※補正に係る主な事業の一部を掲載しています。
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審査
結果

６月定例会 提案された 14 議案のうち
３議案が否決・撤回・修正可決。
その他、11 議案及び意見書は、
それぞれ可決・承認されました。

【表示記号】
議決結果：◎ … 可決　 ● … 否決、不採択　　欠 … 欠席
賛否状況：〇 … 賛成　 ● … 反対　　　　　　除 … 除斥

議
決
結
果

賛
成

反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 

彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第 31 号

専決処分の承認（情報通信技術の活用による行
政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行
政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタ
ル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する条例） 

◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 32 号 専決処分の承認（刑法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例） ◎ 10 ２ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 33 号 専決処分の承認（鞍手町税条例の一部を改正す
る条例） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 34 号 専決処分の承認（鞍手町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例） ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 35 号 鞍手町こども子育て基金条例 ● 4 8 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇

第 36 号 鞍手町社会福祉法人に対する助成に関する条例 

第 37 号 鞍手町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 38 号 鞍手町立学校設置条例の一部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 39 号
鞍手町水道事業布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関
する条例の一部を改正する条例

◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 40 号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第１号） 
修正案 ◎ ８ ４ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 ●

第 40 号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第１号） 
修正議決した部分を除く原案 ◎ 9 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇

第 41 号 令和７年度鞍手町国民健康保険事業特別会計補
正予算（第１号） ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 42 号 令和７年度鞍手町後期高齢者医療特別会計補正
予算 ( 第１号 ) ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 43 号 財産の取得 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 44 号 財産の処分 ◎ 11 1 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書
第１号

医療機関の事業と経営維持のための診療報酬の
期中改定及び緊急財政支援措置を求める意見書 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案の撤回

各議案は、的野信之議長を除く 12 名の議員で採決されました。
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掲載頁 議員名 質問項目

6 ページ 許斐潤一郎 議員 ① 認知症の取り組みについて

7 ページ 田中二三輝 議員 ① 町長を起因とする鞍手町の不名誉な一連の報道
について　　　　　　　　　

8 ページ 　　　　　　西藤 典子 議員

① 自衛隊への個人情報提供について 
② 学校給食の公会計化について　
③ 学校給食の自校炊飯の実施について
④ クーリングシェルター設置について
⑤ 上水道の水質について

9 ページ 宇田川  亮 議員 ① 物価高騰対策について
② 夜の料飲業者の支援について

一般
質問

６月定例会 知知りたいことりたいこと望望むことむこと
議員が問う今とこれから
一般質問は、町長から提出された議案以外に、行政全般に
ついて現状や方針を問うものです。令和７年６月議会では
４名の議員が一般質問を行いました。

⑤ 　議会だよりくらて №151　　

※質問内容及び答弁は、質問者自身が要約したものをもとに、議会広報編集調査特別委員会が校正しています。
※質問の全文は、鞍手町ホームページまたは議会事務局にて、会議録としてご覧いただけます。ただし、会議録

の整理状況により、公開が遅れる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

※令和 3 年 3 月より、タブレット端末を活用した議会運営を行っています。

※令和 7 年 3 月からは、庁舎内にて議会のライブ配信を実施しています。



小学校「認知症サポーター養成講座」

議
員　

高
齢
化
社
会
と
な
り
認
知

症
へ
の
問
題
が
報
道
な
ど
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４
年
１

月
認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
基
本

法
で
認
知
症
の
人
が
尊
厳
と
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
国

や
自
治
体
の
責
務
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
、

認
知
症
の
人
が
７
３
０
万
人
に
達

し
、
65
歳
以
上
の
人
が
５
人
に
１

人
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
町

内
で
認
定
さ
れ
て
い
る
方
の
把
握

は
。

福
祉
人
権
課
長　

本
町
の
認
知

症
者
数
の
把
握
は
、
介
護
保
険
認

定
申
請
時
の
主
治
医
意
見
書
に
基

づ
き
、
令
和
７
年
５
月
末
時
点
で

９
４
１
名
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

議
員　

認
知
症
対
策
と
し
て
認
知

症
フ
レ
イ
ル
、
認
知
症
ケ
ア
推
進

技
術
、
徘
徊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
あ
る

が
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
人
権
課
長　

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
て
、
相
談
事
業
、
認
知
症

早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
目
的
と

し
て
、
職
員
並
び
に
県
の
認
知
症

医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
医
療
機
関

が
自
宅
訪
問
を
し
て
受
診
に
つ
な

げ
る
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
本
人
や
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
認
知
症
カ
フ
ェ
、
予
防
と

し
て
通
い
の
場
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

議
員　

今
後
、
認
知
症
に
対
す
る

教
育
長　

講
座
受
講
後
は
、
小
学

生
で
す
の
で
、
基
本
的
な
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
重
点

で
あ
り
活
動
に
つ
い
て
は
い
た
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　

認
知
症
に
限
ら
ず
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
こ
ど
も
や
様
々

な
病
気
を
持
っ
た
方
へ
の
地
域
で

の
見
守
り
、
助
け
合
い
は
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
地
域
共
生

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

地
域
に
は
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
と
様
々
な
方
が
お
ら
れ
、
隣
近

所
の
方
と
相
互
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
、
そ
し
て
支
え
合
う
、
そ

う
い
っ
た
社
会
が
共
生
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員　

今
後
も
認
知
症
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
町
全
体
で
推
進
し

て
も
ら
い
た
い
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
作
成
は
あ
る

の
か
。

福
祉
人
権
課
長　

令
和
３
年
度
よ

り
認
知
症
の
症
状
や
必
要
な
支

援
、
介
護
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
一

覧
に
し
た
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
配
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
改
訂
版
を
作
成
し

60
歳
以
上
の
世
帯
へ
全
戸
配
布
い

た
し
ま
す
。

議
員　

町
内
に
認
知
症
施
設
が
５

か
所
あ
り
ま
す
が
事
業
所
と
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。

福
祉
人
権
課
長　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
同
士
の
連
携
に
つ
い
て
は
町
の

職
員
も
運
営
会
議
に
参
加
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
施
設
か
ら
出
た
要

望
、
助
言
等
の
ご
意
見
を
頂
戴
し

な
が
ら
、
連
携
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

認
知
症
普
及
活
動
を
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
さ
ん
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
何
人
で
活
動
さ
れ
て

い
る
の
か
。

福
祉
人
権
課
長　

令
和
６
年
度
末

で
15
名
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
は
令
和

６
年
度
８
回
、
小
学
校
６
校
、
老

人
ク
ラ
ブ
２
か
所
、
１
０
０
名
の

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま

す
。

議
員　

町
内
６
小
学
校
で
の
受
講

後
の
取
り
組
み
は
。

許斐潤一郎許斐潤一郎  議員議員

認
知
症
に
対
す
る

地
域
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

相
互
が
つ
な
が
り
を
持
っ
て

支
え
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答
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議
員　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
防
止
策

等
を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
が
今
回

の
一
般
質
問
の
趣
旨
で
あ
る
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
50
種
類
以
上
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
全
て
を
理

解
し
、
全
て
に
対
応
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
だ
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
民
間
労
働
法
が
地
方
公
共
団
体

に
も
、
原
則
適
用
さ
れ
る
と
の
解

釈
が
あ
る
が
。

町
長　

承
知
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
強

化
す
る
た
め
、
労
働
施
策
総
合
推

進
法
を
改
正
し
、
令
和
２
年
６
月

１
日
に
施
行
。
地
方
公
共
団
体
は

セ
ク
ハ
ラ
対
策
、
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

等
を
防
止
す
る
た
め
、
雇
用
管
理

上
講
ず
べ
き
処
置
義
務
の
適
用
を

受
け
る
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内

容
は
、厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
、

指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
事
業
主
が

講
ず
べ
き
処
置
10
項
目
で
あ
る
。

こ
の
内
容
は
既
に
ご
存
じ
か
。

町
長　

事
業
主
が
雇
用
管
理
上
講

ず
べ
き
措
置
と
し
て
、
厚
生
労
働

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

最
後
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
関
す
る
研
修
を
受
け
、
非
常

に
自
分
の
た
め
に
な
っ
た
、
身
に

つ
い
た
、
勉
強
に
な
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
感
想
を
お
持
ち
の
首
長
さ

ん
と
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
そ
う
い
っ
た
研
修
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
し
、
受
け

る
べ
き
だ
と
、
一
言
付
け
加
え
て

お
く
。

大
臣
の
指
針
10
項
目
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
事
業
主
は
こ
れ
を
必
ず

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
員　

本
町
で
の
、
こ
の
厚
労
大

臣
が
定
め
る
指
針
に
よ
る
処
置
10

項
目
が
適
切
に
処
置
さ
れ
て
い
る

の
か
否
か
、
実
感
と
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
足
り
て
い
な
い
。
も
し
く

は
、
こ
の
処
置
が
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
い

る
が
、
現
状
は
。

総
務
課
長　

令
和
６
年
３
月
に
、

職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に

関
す
る
要
綱
を
定
め
、
こ
の
項
目

に
沿
い
、
本
町
に
お
け
る
職
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
講
じ
て
は

お
り
ま
す
。
な
お
こ
の
要
綱
に
つ

き
ま
し
て
も
、
広
く
職
員
に
は
周

知
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た

だ
、
10
項
目
全
て
が
完
璧
に
今
取

り
組
ま
れ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す

と
、
い
さ
さ
か
そ
う
で
も
な
い
部

分
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

議
員　

相
談
窓
口
の
強
化
、
県
の

公
平
委
員
会
等
へ
の
相
談
が
で
き

る
こ
と
も
含
め
、
職
員
の
方
に
は

周
知
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
に
限
ら
ず
、
我
々
議
員
も
含

め
た
全
て
の
特
別
職
に
対
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

行
為
の
抑
止
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

条
例
の
制
定
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長　

常
勤
、
非
常
勤
を
問
わ
ず
、

特
別
職
を
含
め
て
見
直
し
を
行
う

か
、
ま
た
新
し
く
条
例
を
制
定
し

て
い
く
か
は
今
後
、
調
査
研
究
し

1. 事業主の方針の明確化及びその周知・啓発

2. 相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するために必要な体制
の整備

3. 職場におけるハラスメントに係る事後の迅速かつ適切な対応　

4. 1 から３までの措置をあわせて講ずべき措置

事業者が取り組むべきハラスメント対策

田中二三輝田中二三輝  議員議員

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し

ど
の
よ
う
な
認
識
を

も
っ
て
い
る
の
か
。

相
手
が
不
快
と
感
じ
れ
ば

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

み
な
さ
れ
る
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答

パワハラやセクハラなどハラスメントは
多岐にわたり 50 種類以上
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議
員　

今
年
度
の
除
外
申
請
者

数
、
名
簿
提
出
日
、
名
簿
提
出
者

数
は
。

住
民
環
境
課
長　

今
年
度
18
歳
に

な
る
女
性
の
方
１
名
、
22
歳
に
な

る
女
性
の
方
１
名
の
合
計
２
名
の

除
外
申
請
者
を
除
く
名
簿
を
作
成

し
、
６
月
２
日
に
自
衛
隊
福
岡
地

方
協
力
本
部
に
提
供
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
情
報
提
供
を
行
っ
た
者

の
数
は
、
今
年
度
18
歳
に
な
る
方

が
男
性
67
名
、
女
性
65
名
の
計

１
３
２
名
、
今
年
22
歳
に
な
る
方

が
男
性
54
名
、
女
性
42
名
の
96
名

で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員　

お
隣
の
直
方
市
は
名
簿

提
供
は
せ
ず
、
住
民
基
本
台
帳
か

ら
の
除
外
申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。
提
供
し
な
く
て
も
何
の
お
と

が
め
も
受
け
な
い
個
人
情
報
の
提

供
は
１
日
も
早
く
止
め
て
い
た
だ

く
よ
う
心
か
ら
要
望
し
た
い
。

議
員　

文
科
省
は
学
校
給
食
費
に

つ
い
て
「
未
納
金
の
督
促
を
含
め

た
そ
の
徴
収
管
理
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
学
校
教
師
の
本
来
的

な
業
務
で
は
な
く
、
学
校
以
外
が

担
う
べ
き
業
務
で
あ
り
、
地
方
公

共
団
体
が
担
っ
て
い
く
べ
き
」
と

公
会
計
化
を
求
め
て
い
る
。
公
会

計
化
に
踏
み
切
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　

今
後
、
十
分
検
討
、
考

え
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

定
と
し
て
い
ま
す
。

議
員　

熱
中
症
予
防
に
は
水
分
の

補
給
が
重
要
で
、
冷
水
器
等
の
設

置
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

役
場
庁
舎
に
は
常
温
の
給

水
器
、
く
ら
じ
ふ
れ
あ
い
ア
リ
ー

ナ
に
は
冷
水
器
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
水
分
は
ご
自
分

で
用
意
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

最
近
、
清
涼
飲
料
水
に
含

ま
れ
る
糖
質
が
非
常
に
体
に
有
害

だ
と
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
で
運
動

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
何
時
で

も
安
心
し
て
水
道
水
が
飲
め
る
よ

う
冷
水
器
等
の
設
置
を
是
非
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

水
道
水
は
安
全
で
な
け
れ

ば
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
最
新
の

水
質
検
査
の
結
果
は
。

上
下
水
道
課
長　

令
和
７
年
度
鞍

手
町
水
道
事
業
水
質
検
査
計
画
書

に
基
づ
き
令
和
７
年
５
月
14
日
に

各
配
水
池
の
管
末
４
か
所
に
お
き

ま
し
て
実
施
し
た
結
果
、
水
道
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
に

適
合
し
て
お
り
ま
す
。

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

令
和
10
年
４
月
開
校
予

定
と
す
る
小
学
校
統
合
整
備
事
業

の
中
で
、
新
校
舎
と
一
体
で
整
備

す
る
共
同
調
理
場
に
は
、
自
校
炊

飯
設
備
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
小
学
校
は
自
校
炊
飯
と
な
り
、

中
学
校
は
小
学
校
で
炊
飯
し
た
お

米
を
配
食
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

議
員　

自
校
炊
飯
に
よ
り
一
層
お

い
し
い
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

議
員　

設
置
場
所
と
期
間
は
。

町
長　

気
候
変
動
適
応
法
に
よ
る

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
指
定

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
涼
み

ど
こ
ろ
」
と
し
て
、
役
場
庁
舎
、

中
央
公
民
館
、
く
ら
じ
ふ
れ
あ
い

ア
リ
ー
ナ
、
町
内
４
つ
の
郵
便
局

に
は
、
施
設
に
用
事
が
な
く
て
も

暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を
、
７
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
設
す
る
予

学
校
給
食
の
公
会
計
化
は

学
校
給
食
の
自
校
炊
飯
の

実
施
に
つ
い
て

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
に
つ
い
て

「涼みどころ」に
掲示されている
ポスター

上
水
道
の
水
質
に
つ
い
て

西藤　典子西藤　典子  議員議員

緊
迫
の
度
を
増
す
情
勢
の
中

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

住
民
基
本
情
報
の
提
供
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
今
ま
で
通
り

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答
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議
員　

重
点
支
援
地
方
交
付

金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）
６
，

０
０
０
億
円
の
内
、
福
岡
県
内
の

市
町
村
交
付
限
度
額
の
合
算
は
約

１
１
６
億
円
で
す
。
本
年
３
月
末

時
点
で
約
65
億
円
（
55
％
）
が
残

っ
て
い
る
。
本
町
に
残
額
は
あ
る

の
か
。

総
務
課
長　

本
町
の
交
付
限
度
額

は
、
約
5
，
5
０
０
万
円
で
す
。

学
校
給
食
費
の
減
免
や
プ
レ
ミ
ア

ム
付
地
域
振
興
券
等
の
財
源
と
し

て
、
全
て
活
用
す
る
見
込
み
で
す

の
で
、
残
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

り
ま
す
と
、
今
年
は
全
体
で
２
万

品
目
の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
、
家

計
の
節
約
志
向
が
強
ま
っ
て
お

り
、
景
気
低
迷
と
生
活
困
難
が
長

期
に
及
ん
で
い
ま
す
。
町
民
の
命

と
暮
ら
し
、
中
小
零
細
事
業
者
を

守
る
た
め
に
も
、
国
や
県
に
さ
ら

な
る
物
価
高
騰
対
策
を
求
め
る
と

と
も
に
、
町
独
自
の
緊
急
支
援
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。
町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
長　

福
岡
県
の
町
村
会
で
も
、

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
も
、
財

源
不
足
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
て
い
る
状
況
で
す
の

で
、
町
独
自
の
支
援
策
は
難
し
い

状
況
で
す
。

聞
い
て
い
る
が
、
拡
充
は
。

町
長　

現
在
、
平
日
７
時
か
ら
19

時
、
土
日
祝
日
は
９
時
か
ら
18
時

が
運
行
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
６
時
半
か
ら
20
時
ま
で
の

運
行
時
間
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
運
転
手
の
拘
束
時
間
が
13

時
間
と
な
る
た
め
、
運
行
時
間
を

延
長
す
る
場
合
は
、
運
転
手
の
増

員
が
必
要
に
な
り
、
現
在
ぎ
り
ぎ

り
の
状
況
で
す
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議
員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
転

手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
広
い

視
野
で
、
料
飲
業
者
の
支
援
策
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

夜
の
鞍
手
町
が
寂
し
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
残
念
で

す
が
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
答
え

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

夜
間
営
業
す
る
飲
食
業
の

利
用
客
の
交
通
手
段
を

確
保
す
る
考
え
は

本格稼働後、利用客が増加してい
る「のるーと鞍手」

議
員　

夜
間
営
業
す
る
料
飲
業
者

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
提
供
す
る
た

め
タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
内
で

の
タ
ク
シ
ー
運
行
は
台
数
も
少
な

く
、
早
い
時
間
に
運
行
終
了
す
る

た
め
、
営
業
に
大
打
撃
を
被
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
夜
間
の
タ
ク
シ

ー
運
行
状
況
と
協
議
は
。

都
市
整
備
課
長　

鞍
手
町
の
運
行

を
許
可
さ
れ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
事

業
者
は
12
社
あ
り
ま
す
が
、
実
態

と
し
て
宮
若
市
の
Ｍ
Ｇ
タ
ク
シ
ー

が
主
に
運
行
さ
れ
て
お
り
、
夜
間

の
運
行
状
況
は
、
月
、
火
、
日
曜

日
は
、
夜
２
台
体
制
で
予
約
受
付

が
21
時
で
運
行
は
21
時
半
ま
で
、

そ
れ
以
外
の
曜
日
は
、
３
台
体
制

で
予
約
受
付
が
22
時
で
、
運
行
は

22
時
半
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
、
正
式
な
協
議
は
し
て

ま
せ
ん
が
、
事
務
担
当
レ
ベ
ル
で

は
何
度
か
運
行
時
間
の
延
長
に
つ

い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
時
点
で
は
運
転
手
不
足

や
、
電
話
の
問
合
せ
件
数
も
少
な

く
、
売
上
げ
が
見
込
め
な
い
た
め

延
長
の
可
能
性
は
低
い
と
い
う
回

答
で
し
た
。

議
員　

こ
の
ま
ま
で
は
、
夜
間
営

業
す
る
料
飲
業
者
さ
ん
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
で
す
。
是
非
と
も

突
き
詰
め
て
、
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
現
在
、「
の
る
ー
と
鞍
手
」

が
本
格
稼
働
し
、
大
変
好
評
だ
と 宇田川  亮宇田川  亮  議員議員

物
価
高
騰
対
策
で

町
独
自
の
支
援
策
を

考
え
て
は
。

要
望
は
し
て
い
ま
す
が
、

町
独
自
で
は

難
し
い
状
況
で
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答
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編
集
後
記

　
６
月
定
例
会
で
は
、

審
議
の
過
程
で
議
案

の
撤
回
や
補
正
予
算

の
修
正
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
議
会
運
営
に

お
い
て
重
要
な
局
面

が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
内
容
の
再
検

討
や
見
直
し
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
適
切

な
形
に
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。「
議

会
だ
よ
り
」
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る
施

策
等
を
分
か
り
や
す

く
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
許
斐
英
幸
】　
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議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

次
回
は
9 
月
議
会
で
す

くらて

議会だより「くらて」　№ 151

行
政
報
告

ご
み
処
理
施
設
整
備
の

経
過
に
つ
い
て

　

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施

設
組
合
に
お
け
る
ご
み
処
理
施
設

整
備
に
関
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

令
和
７
年
４
月
に
国
の
循
環
型

社
会
形
成
推
進
交
付
金
の
申
請
が

承
認
さ
れ
、
交
付
金
の
内
示
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

本
年
６
月
を
目
途
に
、
処
理
方
式

等
を
確
定
し
、「
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ご
み
処
理
施
設
整
備
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、「
施

設
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
段
階

で
、
各
構
成
市
町
議
会
の
議
員
全

員
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
く

よ
う
に
」
と
の
ご
意
見
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
開
催
に
向
け
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
組

合
内
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

疑
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
こ
と

に
よ
り
、
３
月
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

相
談
窓
口
及
び
第
三
者
委
員
会
設

置
の
議
決
が
な
さ
れ
た
た
め
、
弁

護
士
２
名
と
人
権
擁
護
委
員
１
名

で
構
成
す
る
第
三
者
委
員
会
を
設

置
し
、
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。 

　

今
後
の
施
設
運
営
及
び
施
設
整

備
に
つ
い
て
、
よ
り
円
滑
に
進
め

て
い
く
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
議
員
各
位
並
び
に
住
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
崩
壊
を
防
ぎ
、
医

療
機
関
の
事
業
と
経
営
維
持
の
た

め
の
診
療
報
酬
の
期
中
改
定
及
び

緊
急
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
要

請
す
る 『
医
療
機
関
の
事
業
と
経

営
維
持
の
た
め
の
診
療
報
酬
の
期

中
改
定
及
び
緊
急
財
政
支
援
措
置

を
求
め
る
意
見
書
』
を
採
択
し
、

意
見
書
案
が
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意

見
書
は
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま

し
た
。　
　
提
出
者
　
西
藤
典
子

　

鞍手町議会
YouTube チャンネル
９月議会から中継・配信します。

鞍手町議会だより
右の二次元コードからダウンロード
できます。

鞍手町議会 YouTube 検索

鞍手町 議会だより 検索

宮若市外二町じん芥処理
施設組合（構成市町：宮若市・
小竹町・鞍手町）

　議会はだれでも傍聴ができます。受付は
当日に議会事務局で行います。また、一般
質問は手話通訳による傍聴ができます。手
話通訳の申込みについては、鞍手町ホーム
ページまたは議会事務局までお問合わせく
ださい。

準備中

意
見
書

地
方
の
声
を

国
政
へ

※イメージです
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